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■単位修得までの流れ

■短期大学での学修の考え方

　学則第22条に規定するとおり、短期大学では「⚑単位の授業科目を45時間の学修を必要と
する内容」で構成することになっていますが、本学での授業時間数は、いずれも⚑単位45時
間という基準以下（学則第21条別表参照）になっています。それは、本学での学修が、予習・
復習や課題学習といった自主的な学習の時間を必須のものとして含んでいるからです。（準
備学習については各授業のシラバスに明記されています。）本学での学修でより重要なことは、
シラバスなどを手がかりに、自らの疑問や関心に従って、進んで学んでいく姿勢を持つこと
です。

教科ガイダンスの受講

履修科目の検討

履修登録

合格

単位修得

授業に出席※１
４／５以上

試験を受ける
（レポートを提出する）

＋　準備学習

不合格

※１　授業の出欠席は教務規程第21条第１項第２号に記すとおり、出席が
　　５分の４に満たない場合は試験等による評価を受けることができず、
　　単位修得不可となります。科目によっては、これ以上の要件が設定さ
　　れている場合があり、詳細はシラバスで確認してください。
　　　なお出席をしていれば単位が修得できるということではありません。

再履修するか否かの判断をし
必要に応じて登録
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　幼稚園教諭免許状・保育士資格を取得するには、卒業に必要な単位を修得するだけでなく、
教育課程表に示された免許状・資格の取得に必要なすべての科目を履修し、単位を修得する
必要があります。そして、必要な単位が修得できた場合には、学生本人の申出に基づき、学
校から免許状・資格の一括申請を行います（※⚑）。その結果、申請が承認された者には、
「幼稚園教諭二種免許状」が卒業式において授与され、また、国家資格である「保育士資格」
については、後日（卒業年の⚖月頃）、「保育士証」が都道府県から郵送されることになりま
す（※⚒）。
　免許状・資格は、在籍していれば自動的に付与されるものではなく、一人ひとりの学生の
責任に基づく履修登録、科目の履修、単位の修得そして申請という主体的な行動によって、
その取得が可能になります。また、学修不足や教諭・保育士としての適性に疑義を生じる状
況がある場合には、履修が認められない場合がありますので注意してください。
※⚑　申請にあたっての手続き料は各自の自己負担になります。
※⚒　⚓月⚓⚑日付けで保育士として都道府県に登録され、「保育士登録済通知書」が郵送され
てきます。「保育士証」が発行されるまでは、これをもって保育士登録がなされたことを
証明します。

■幼稚園教諭免許状・保育士資格の取得までの流れ

教科ガイダンス

履修検討・手続

履修登録

１年次４月

教科ガイダンス

履修検討・手続

履修登録

２年次４月

１
年
前
期

１
年
後
期

２
年
前
期

２
年
後
期

学
内
で
の
指
定
科
目
の
授
業
受
講

教
育
実
習
（
幼
稚
園
Ⅰ
）

６月

幼稚園教諭免許状 保育士資格

２・３月

８・９月

保育実習Ⅰ（保育所）
保育実習Ⅰ（施設）

保育実習Ⅱ（保育所）

または

保育実習Ⅲ（施設）

単位認定

教育実習
（幼稚園Ⅱ）

一括申請、交付・授与

⚒．幼稚園教諭免許状・保育士資格の取得にあたって 
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ᾇ　はじめに
　本学での学修は自らの責任において単位を修得し、目標を達成することが大切です。そのた
めにも履修に関するルールを十分に理解してください。
　①卒業及び免許状・資格取得

本学に⚒年以上在学し、学則所定の科目及び単位（学則第⚒⚑条別表に示す卒業必修科目
の単位⚑⚐単位を含む⚖⚒単位以上）を修得した者には、学則第⚓⚐条第⚑項の規定により卒業
が認められ、卒業者には同条第⚒項の規定により、「短期大学士（保育）」の学位が授与さ
れます。さらには、学則第⚒⚕条第⚒項及び第⚓項に定める所定の科目及び単位を修得した
者は、幼稚園教諭二種免許状、保育士資格（※⚑）が取得できます。本学学生は、学則第
⚑条の趣旨に鑑み、⚑年次から幼稚園教諭二種免許状及び保育士資格の取得に必要な科目
を計画的に履修し、その取得を目指すものとします。
また、所定（※⚒）の科目及び単位を修得した者は社会福祉主事任用資格が取得できます。
※⚑　詳細は前項「幼稚園教諭免許状・保育士資格の取得にあたって」に記載
※⚒　「教育原論」「保育原論」「社会福祉」「児童家庭福祉」「相談援助」のうち⚓科目

　②開講期間
本学の授業科目の開講期間は、⚔月⚑日から⚙月⚓⚐日までの「前期」、⚑⚐月⚑日から⚓

月⚓⚑日までの「後期」、これらを通じた期間の「通年」、及び特定の期間に集中して授業を
実施する「集中」に分類されます。

　③授業期間及び授業時間
本学の授業期間は、学則第⚖条に定める休業日を除く月曜日から金曜日の期間です。休
業日であっても、実習や集中授業、特別授業、補講が行われる場合があるので、学事日程
や掲示を確認して下さい。
また本学の授業時間は、⚑時限目から⚕時限目で、各時限の開講時間は次の通りです。

⚑時限目　⚙：⚒⚐～⚑⚐：⚕⚐　　　⚔時限目　⚑⚕：⚑⚐～⚑⚖：⚔⚐
⚒時限目　⚑⚑：⚐⚐～⚑⚒：⚓⚐　　　⚕時限目　⚑⚖：⚕⚐～⚑⚘：⚒⚐
⚓時限目　⚑⚓：⚓⚐～⚑⚕：⚐⚐　　　　　　　　　　　　　　　

　④授業科目の区分
本学の授業科目は、その授業形態によって次の⚓種類に分類されます。

⚓．履修要項 

形　態区　分
　教員の話を中心にして学修を進める授業講　義
　学生の主体的な活動を教員が援助しながら学修を進める授業演　習
　学生の実体験を中心にして学修を進める授業実習・実技
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　⑤授業科目の区分と単位数
学則第⚒⚒条で、⚔⚕時間の学修を必要とする内容をもって⚑単位とすることとされており、
これに各授業科目の単位数を乗じるとその科目の必要な学修の時間数となります。この時
間数は、学校での授業の時間数と学生が課外で行う準備学習の時間数との合計であり、⚑
単位当たりの授業時間数は、以下を基準として、学則第⚒⚑条別表に定められています。

講義・演習　　　⚑⚕時間以上
実習・実技　　　⚓⚐時間以上

　また、授業時間の計算においては、⚑コマ⚙⚐分の授業は⚒時間と見なすこととされてい
ます。

　⑥出席要件
どの科目においても授業は全回出席するのが原則です。やむを得ない事情等で欠席する
場合であっても、その出席が⚕分の⚔に満たない者は、教務規程第⚒⚑条第⚑項⚒号により、
試験等の評価を受けることができません。従って、単位修得のためには、全授業回数の⚕
分の⚔以上の出席が絶対条件となります。科目によっては、より厳しい条件が設定されて
いる場合があります。詳細はシラバスで確認してください。
また、遅刻・早退（※）は⚓回で欠席⚑回に換算されますから注意をしてください。
※遅刻・早退は⚓⚐分以内に限られ、それ以上の場合には、原則として欠席になります。ま
た、授業の一部が欠けると実質的に授業に参加できなくなる場合など、授業によっては
一切遅刻・早退が認められない場合もあります。各授業での説明に注意をしてください。

ᾈ　履修方法
＜⚑年生＞
　⚑年生の履修可能な科目は⚔⚗回生の教育課程表の開講年次欄に⚑年と示された科目です。卒
業必修科目、幼稚園教諭免許状必修科目、保育士資格必修科目、保育士資格選択科目などの区
分に十分留意して、ガイダンス時に配布する履修登録用紙をもって履修登録してください。
（詳しくはᾊでふれます）
　科目によっては、グループ毎にまたは学籍番号により、あらかじめ時間割が指定してありま
す。それらの科目については、原則として時間割表に指定された科目及び講義時間で履修して
ください。
　また、「オーラル・コミュニケーションⅠ」は英語と中国語の選択科目です「音楽表現演習Ⅰ」
「音楽表現演習Ⅱ」はピアノとギターのコースがあります。それぞれの科目の説明にしたがい、
選択の上、履修してください。
※⚑年次開講の科目を⚑年次に単位修得できなかった場合、時間割編成上、⚒年次にはその科
目を履修できない場合もあります。⚑年次に単位を修得するよう心掛けてください。
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＜⚒年生＞
　⚒年生の履修可能な科目は⚔⚖回生の教育課程表に示された全ての科目です。ただし、⚑年次
で単位修得した科目の再履修は出来ません。卒業必修科目、幼稚園教諭免許状必修科目、保育
士資格必修科目、保育士資格選択科目などの区分に十分留意して、ガイダンス時に配布する履
修登録用紙をもって履修登録してください。（選択にあたっての考え方については、ᾊでふれ
ます）
　科目によっては、グループ毎にまたは学籍番号により、あらかじめ時間割が指定してありま
す。それらの科目については、原則として時間割表に指定された科目及び講義時間で履修して
ください。
　また、⚒年次では、いくつかの選択科目、およびコース制の科目を用意しています。それぞ
れの科目の説明にしたがい、シラバスを熟読の上、各自の関心、目的意識に応じて選択し、履
修してください。シラバスに示される科目ごとの定員は一応の目安です。科目により若干の変
動の可能性がありますので、ガイダンスでの説明に注意してください。

ᾉ　履修登録
⚑）登録の流れ

　　履修登録の大まかな流れは、下の図のとおりとなります。

教
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完
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履
修
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目
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・卒業要件

・幼稚園教諭免許状取得要件

・保育士資格取得要件

・選択科目、コース制科目

　等の内容確認

① ② ③ ④ ⑤ ⑥ ⑦

　①教科ガイダンスの受講
履修手続や選択科目を中心とした科目の説明を行いますので、自己責任の元不明な点は
質問してください。ガイダンスに欠席した場合、希望の授業が履修できなくなる場合があ
ります。

　②履修科目の検討・確認
「教育課程表」、「時間割表」を参考にして、どのような科目の履修が可能か、必要か
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を確認してください。その上で、「シラバス」やガイダンスでの説明内容を参考に、科目
の内容や履修上の注意事項を確認し、各自の興味、関心や進路に従って履修科目を検討し
てください。履修科目の選択は、卒業や免許状・資格の取得に関わりますから、慎重に確
認、検討を進めてください。

　③履修科目の聴講、意思決定
履修したい科目の授業に出席し聴講します（教室は、「時間割表」に示されています）。選
択科目及びコース選択制の科目のうちガイダンス時に受講希望の調整・決定を行ったもの
については、その決定内容に従って授業に出席してください。授業初回には、「シラバス」
に記載されていない授業運営上の留意点の説明がある場合もあります。よく聞いて、不明
な点は質問してください。その上で、科目履修の意思決定をします。
なお、履修登録用紙の提出以前の授業も出欠席管理の対象になります。また、実際に出
席していても履修登録用紙で登録をしなければ、履修は認められません。

　④履修登録用紙の記入・提出
受講の意志を固めた科目を記入して、履修登録用紙を履修登録期間内に事務室の所定の
場所に提出してください。履修登録期間を過ぎると、履修登録ができず本年度の単位の修
得もできなくなります。必ず、履修期間内に提出してください。
履修登録用紙の記載に誤りあるいは不明な点がある場合には、再確認・再提出となるこ
とがあります。掲示等により呼び出しますので、指示に従って迅速に対応してください。

　⑤履修登録確認票の受領・登録内容の確認
受け付けた履修登録の内容を記載した履修登録確認票を配付しますので、必ず受領の上、
内容の確認してください。
・履修登録確認票配布日　⚑年生　⚔月⚑⚘日（月）⚑⚒：⚓⚐～⚑⚓：⚓⚐　会議室

⚒年生　⚕月⚒日（月）⚑⚒：⚓⚐～⚑⚓：⚓⚐　会議室

　⑥履修登録確認票の提出
受領した履修登録確認票の内容に修正がなければ、確認印を押して事務室に提出してく
ださい。修正がある場合には朱書きで修正し、押印をせずに事務室に提出してください。
修正した履修登録確認票を交付します。なお、提出は所定の期間内に完了するよう注意し
てください。

　⑦履修登録手続きの完了
誤りのない履修登録確認票に確認印を押して提出した時点で履修登録は完了となります。
なお、履修登録に関して質問、相談がある場合には、教務担当教員または事務室までご相
談ください。 
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　⑧後期履修修正期間
履修登録手続き完了後、後期から開始する科目の履修登録を取り下げたい場合は、以下
の期間に事務室で所定の手続きを行ってください。なお、後期に履修登録科目を追加する
ことはできません。
・後期履修修正期間　⚑⚐月⚓日（月）⚙：⚐⚐～⚕日（水）⚑⚗：⚐⚐

⚒）履修登録用紙の記入と提出

　①履修登録用紙の記入
・コース選択制の科目については、調整・決定後、随時、結果を発表します。履修登録用
紙への記入は、この決定にしたがって行ってください。
・履修登録用紙は、学年別になっています。
・履修登録用紙の記入方法は、ガイダンスの中で説明します。
・履修登録用紙の書き方で不明な点は、教務担当教員または事務室に問い合わせください。

　②履修登録用紙の提出
・履修登録用紙は、各自が事務室の所定の場所に提出してください。
・履修登録期限　⚑年次開講科目・再履修科目　　⚔月13日（水）17：00

⚒年次開講科目　　　　　　　　⚔月25日（月）17：00
　必ずこの期限までに履修登録用紙を提出してください。
・履修登録用紙を期限までに提出しないと、授業に出席しても単位を修得できませんので、
十分注意をしてください。

ᾊ　履修科目の決定の仕方
　基本的には「教育課程表」と「時間割表」をもとに、各自で履修科目を検討し決定していき
ますが、原則として「幼稚園教諭二種免許状」と「保育士資格」の両方を取得した上での卒業
を目指しますので、その場合の履修科目の決定の仕方について、以下に説明をします。

＜⚑年生＞
①⚑年次開講の卒業必修科目の確認

　卒業必修科目（次ページの表では「卒必」と表示されています）は、卒業するために必ず
単位を修得しなければならない科目です。これらの科目の単位修得をしていないと、他の科
目で⚖⚒単位以上修得していても卒業は認められませんので必ず履修してください。

②幼稚園教諭免許状・保育士資格取得必修科目の確認

　幼稚園教諭免許状取得必修科目（次ページの表では「幼必」と表示されています）、保育
士資格取得必修科目（次ページの表では「保必」と表示されています）は、それぞれ幼稚園
教諭免許状と保育士資格を取得するために必ず単位を修得しなければならない科目ですから、
これらの科目も必ず履修してください。
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教養基礎科目
保必幼必卒必単位数授業科目

○⚒日本国憲法
○○⚒メディア･コミュニケーション

　　○ ※⚗　　○ ※⚗⚒オーラル・コミュニケーションⅠ
○○⚑体育（理論）
○○⚑体育（実技）

○⚑教養基礎演習
○⚑教養総合演習

⚑キャリアデザイン基礎
○⚑キャリアデザインⅠ　

専門科目
保必幼必卒必単位数授業科目
○○⚒教育原論
○○⚒保育原論
○○⚒※⚑発達心理学（講義）
○○⚑※⚒発達心理学（演習）
○○⚒カリキュラム論
○⚑乳児保育Ⅰ
○⚑乳児保育Ⅱ
○⚑※⚓障碍児保育Ⅰ
○⚒※⚔こどもの保健（講義）Ⅰ
○⚒※⚔こどもの保健（講義）Ⅱ
○○⚒保育内容演習（言葉と表現）
○○⚒保育内容演習（健康と人間関係）
○○⚑保育内容演習（環境）
○○⚑保育者論Ⅰ

○⚑教育実習（実習指導）
○⚑※⚕教育実習（幼稚園Ⅰ）

○⚒※⚖保育実習指導Ⅰ
○⚒※⚖保育実習Ⅰ（保育所）
○⚒※⚖保育実習Ⅰ（施設）
○○⚒あそび基礎演習Ⅰ
○○⚒あそび基礎演習Ⅱ
○⚒社会福祉
○⚒児童家庭福祉
○⚒社会的養護

※⚑　単位が修得出来ない場合「発達心理学（演習）」を履修することができません。
※⚒　「発達心理学（講義）」の単位を修得しなければ履修することはできません。
※⚓　単位が修得出来ない場合⚒年次に「障碍児保育Ⅱ」を履修することができません。
※⚔　単位が修得出来ない場合⚒年次に「こどもの保健（演習）」を履修することがで
きません。

※⚕　単位が修得出来ない場合⚒年次に「教育実習（幼稚園Ⅱ）」を履修することがで
きません。

※⚖　単位が修得出来ない場合⚒年次に保育実習指導Ⅱ及びⅢ、保育実習Ⅱ及びⅢを履
修することができません。

※⚗　「オーラル・コミュニケーションⅠ」は選択必修。詳細は別記。



― 12 ―

Ⅰ
⁒
履
修
要
項

　■オーラル・コミュニケーションⅠの履修について
「オーラル・コミュニケーションⅠ」は、⚒年次開講の「オーラル・コミュニケーション
Ⅱ」と共に幼稚園教諭免許状・保育士資格取得のための選択必修科目（⚒単位以上修得）で
す。⚒年次に「オーラル・コミュニケーションⅡ」で⚒単位を修得することも可能ですが、
その場合、単位修得ができないと、その年度に免許状・資格の取得ができなくなります。⚑
年次に「オーラル・コミュニケーションⅠ」を履修するようにしてください。

③幼稚園教諭免許状取得選択必修科目の確認

　「こどもと文化Ⅰ」「こどもと文化Ⅱ」「音楽表現演習Ⅰ」「音楽表現演習Ⅱ」は⚑年次開講
の幼稚園教諭免許状取得選択必修科目です。これらの科目と、⚒年次開講のあそび実践演習
各科目、音楽表現演習Ⅲ、Ⅳを合わせた⚑⚑科目⚑⚑単位の内から⚒科目⚒単位以上の単位を修
得しなければ、卒業時に幼稚園教諭免許状を取得することはできません。
　また、この⚔つの科目は選択必修科目ではありますが、保育の現場において必要となる技
能を身につける科目であり、特にピアノは就職試験に多く取り入れられます。全ての科目を
履修するようにしてください。

④その他の留意事項

・科目の履修時限：時間割表に学籍番号をもって授業の曜日、時限を指定されている科目
については、同一科目が他の曜日、時限に開設されていても、指定さ
れた時限以外での受講は認められません。指定された曜日、時限で履
修してください。

・「メディア・コミュニケーション」：特別なスケジュールで授業が行われます。授業中に
配布される日程表及び学事日程を確認の上、受講してください。

・「オーラル・コミュニケーションⅠ」：英語と中国語の選択が可能ですが希望に沿えない
場合があります。また、授業時間は指定されます。

・「音楽表現演習Ⅰ」・「音楽表現演習Ⅱ」：ピアノとギターの選択が可能です。授業時間と
担当教員は指定されます。

・「キャリアデザイン基礎」：必修科目ではありませんが、社会人として必要なルールやマ
ナーについて考え、自己理解を深める授業です。積極的に履修をして
ください。

＜⚒年生＞
①⚑年次での単位修得科目の確認

　はじめに、⚑年次で単位を修得できた科目について確認をしておいてください。
　以下、選択科目である「あそび実践演習Ⅰ～Ⅲ」「音楽表現とピアノⅠ」を除く、すべて
の履修科目において単位が修得できたことを前提に話を進めていきます。
なお、上記科目以外の単位が修得できず、卒業ならびに免許状・資格の両方の取得を希
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望される方は、同一科目の再履修をすることになります。再履修の必要な科目がある場
合は履修相談を受けた上、履修登録をしてください。不明な点があれば、教務担当教員
または事務室まで問い合わせてください。

②⚒年次開講の卒業必修科目（現代社会論）の履修

　⚒年次開講科目のうち、卒業必修科目は「現代社会論」だけです。必ず履修してください。
なお、この科目は＜総論＞と＜各論＞の⚒つから構成されています。履修登録にあたっては
＜各論＞を一つ選択してください。（コース選択は、＜総論＞の展開の中で行います）

　　　今年度の各論は以下の⚙コースが開設されます。

担当テーマ
金子現代社会の中の犯罪－同じ社会に生きる者として
明石芸術を教育・福祉へ
佐藤児童相談所と今日的児童家庭相談
加藤消費生活と手仕事
植野現代社会と都市
小木曽子ども家庭福祉
よしなかサウンドスケープ：音との対話　自分との対話
渡辺現代社会と関係する方法
木村能の中の「現代社会」

③幼稚園教諭免許状・保育士資格取得必修科目の履修

　■保育方法演習の履修
　　今年度は以下の1⚑コースが通年で開設されます。

担当テーマ
由田あそびに対する保育者のかかわりについて考える
明石子どもと芸術
深谷「遊ぼうカー」の活動を通して保育方法を体験的に学ぶ
佐藤児童虐待の理解と相談援助
小久保保育実践論
石井子育て子育ち支援
古山音楽表現活動を通して、自らの保育観・表現観をかたちづくる
田中保育における身体表現活動の探求
伊藤保育者とは社会の中でどのように生きる大人なのかを考える
柴田他人を識り、自身を識る
大村“私”の保育観を探求する
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　■あそび技能演習の履修
　　今年度は以下の⚖コースが前期に開設されます。

担当テーマ
深谷手作り保育教材及びおもちゃ製作
髙森言葉とお話であそぼう
益子体を育てるあそび
山田お話を楽しもう
阿部音楽表現あそびの援助のあり方（実習指導案）
田島現場で使えるピアノの可能性を探る

　■その他の科目の履修
　幼稚園教諭免許状ならびに保育士資格の⚒つを取得する場合には、以下の科目を履修す
る必要があります。

担当教員科目名開講期
石井・池谷・伊藤・加藤保育･教職実践演習（幼稚園）後期

由田保育内容総論前期
由田・伊藤保育者論後期
片川こども臨床学後期
有馬こどもの保健Ⅱ ※⚑前期
島本こどもの食と栄養通年
佐藤相談援助後期

保育相談支援後期
加藤社会的養護内容前期
佐藤障碍児保育Ⅱ ※⚒前期

　　■実習関連科目の履修
　取得を希望する免許状・資格にあわせて、それぞれ必要な実習関連科目を履修する必要
があります。

担当教員科目名免許状/資格

小久保・石井・大村教育実習（実習指導）幼稚園教諭免許状 教育実習（幼稚園Ⅱ） ※⚓
石井・伊藤保育実習指導Ⅱ・保育実習Ⅱ ※⚔保育士資格 佐藤・石井保育実習指導Ⅲ・保育実習Ⅲ ※⚔

※⚑　「こどもの保健Ⅰ」の単位を修得していなければ履修できません。
※⚒　「障碍児保育Ⅰ」の単位を修得していなければ履修できません。

※⚓　「教育実習（幼稚園Ⅰ）」の単位を修得していなければ履修できません。
※⚔　「保育実習指導Ⅰ」「保育実習Ⅰ（保育所）」「保育実習Ⅰ（施設）」の単位を修得
していなければ履修できません。
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担当テーマ科目名
明石・田中芸術という分母～スペインの文化に触れてフィールドワークⅠ

（人間と文化） 髙森昔話が息づく町・遠野
由田生活と文化を考える～富山県利賀村研修フィールドワークⅡ

（生活と社会） 小久保鹿児島のこども、大人と出逢う
伊藤世界の最貧国・カンボジアの子どもたち

福中・鶴田Sense of Wonder in NepalフィールドワークⅢ
（自然と環境） 石井富士山の頂から観る　～登山と自然、自分自身を考える～
※なお、上記のうち同一科目の複数コースを履修することはできません。また、複数科
目を履修する際は各コースの事前ガイダンスにおいて、日程の重複が無いことを確認
してください。

　　■教養基礎科目：フィールドワーク（わくわく体験研修）の履修
　今年度は⚗コース開設されます。体験研修旅行の期間は、基本的に⚙月中旬となってい
ますが、この他に通常授業期間を利用しての事前準備ならびに事後学習が随時組み込まれ
ます。

　　■教養基礎科目：外国語の履修
　教養基礎科目については、上記フィールドワーク（わくわく体験研修）の他、オーラ
ル・コミュニケーションⅡが開講されています。⚑年次の学びをふまえ、より深い素養を
培う機会となるでしょう。

　　■基礎技能系諸科目等の履修
　専門科目のうち、下記の表にある「音楽表現とピアノⅡ」ならびに「あそび実践演習Ⅰ」
は幼稚園教諭免許状・保育士資格取得のための選択科目となっています。なお、今年度
「あそび実践演習Ⅱ、Ⅲ」は開講しません。

担当科目名開講期
明石・古山・木村・曽我・井出・福中音楽表現とピアノⅡ※前期

池谷あそび実践演習Ⅰ（音楽）後期

※ピアノは保育において重要な基礎技能であり、就職にあたっては重視され採用試験に
取り入れられることが多いことから、「音楽表現とピアノⅡ」は是非履修をしてくださ
い。また、教育実習（幼稚園Ⅱ）を履修する場合は必ず履修してください。

④選択科目の履修

　以上の諸科目を履修し、単位を修得することができれば、卒業要件を満たし、かつ幼稚園
教諭免許状と保育士資格を取得することができます。
　しかし本学では、社会人としての素養や保育者としての資質を高め、視野を広げるために、
以下の選択科目を開講しています。意義ある学修体験の機会として、できる限り履修し、大
いに活用してください。
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ᾇ　⚔⚗回生教育課程
①教育課程は、以下の表⚒・表⚓の通りです。
②入学年度の教育課程が卒業まで適用されます。
③表⚑「卒業」は卒業資格を取得するための最低単位数です。
④表⚑「幼免取得」は幼稚園教諭二種免許状のみを取得する場合、「保育士取得」は保育士
資格のみを取得する場合の最低単位数です。
⑤表⚑「幼免・保育士取得」は、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格をあわせて取得する場
合の最低単位数です。なお、両者に重複する場合は「保必」にカウントしています。

表⚑　必要単位数

⚔．教育課程 

開講年次区分保選保必幼必卒必単位数授業科目
①基礎科目系

⚑年講義○○⚒日本国憲法
⚑年講義○○⚒メディア･コミュニケーション
⚑年演習選択必修

⚒単位以上
選択必修
⚒単位以上

⚒オーラル・コミュニケーションⅠ
⚒年演習⚒オーラル・コミュニケーションⅡ
⚑年講義○○⚑体育（理論）
⚑年実技○○⚑体育（実技）

⚒⚖⚘⚐⚑⚐小　　計
②教養総合科目系

⚑年演習○⚑教養基礎演習
⚑年演習○⚑教養総合演習
⚒年演習○⚒フィールドワーク（人間と文化）
⚒年演習○⚒フィールドワーク（生活と社会）
⚒年演習○⚒フィールドワーク（自然と環境）
⚒年演習○⚔現代社会論
⚑年講義○⚑キャリアデザイン基礎
⚑年講義○⚑キャリアデザインⅠ　
⚒年講義○⚑キャリアデザインⅡ
⚒年講義○⚑キャリアデザインⅢ

⚘⚐⚐⚘⚑⚖小　　計
⚑⚐⚖⚘⚘⚒⚖教養基礎科目計

表⚒　教育課程表（教養基礎科目）

幼免・保育士取得保育士取得幼免取得卒業
⚑⚒⚑⚒⚑⚒⚑⚒卒業必修

⚖⚖
（保必）
⚙

（幼必）

⚖⚖
（保必）

⚔⚔
（幼必）
⚖

表⚒・表⚓より

⚕⚐
表⚒・表⚓より選択科目

⚘⚗⚗⚘⚖⚒⚖⚒
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表⚓　教育課程表（専門科目）
開講年次区分保選保必幼必卒必単位数授業科目

①教育・保育／理論系
⚑年講義○○⚒教育原論
⚑年講義○○⚒保育原論
⚑年講義○○⚒発達心理学（講義）
⚑年演習○○⚑発達心理学（演習）
⚑年講義○○⚒カリキュラム論
⚒年演習○○⚑保育内容総論
⚑年演習○⚑乳児保育Ⅰ
⚑年演習○⚑乳児保育Ⅱ
⚑年演習○⚑障碍児保育Ⅰ
⚒年演習○⚑障碍児保育Ⅱ
⚑年講義○⚒こどもの保健（講義）Ⅰ
⚑年講義○⚒こどもの保健（講義）Ⅱ
⚒年演習○⚑こどもの保健（演習）
⚒年演習○⚑こどもの食と栄養Ⅰ
⚒年演習○⚑こどもの食と栄養Ⅱ
⚒年演習○⚑保育相談支援

⚐⚒⚒⚑⚐⚐⚒⚒小　　計
②教育・保育／実践系

⚑年演習○○⚒保育内容演習（言葉と表現）
⚑年演習○○⚒保育内容演習（健康と人間関係）
⚑年演習○○⚑保育内容演習（環境）
⚒年講義○○⚑保育方法論Ⅰ
⚒年講義○○⚑保育方法論Ⅱ
⚑年講義○○⚑保育者論Ⅰ
⚒年講義○○⚑保育者論Ⅱ
⚒年講義○○⚒こども臨床学
⚒年演習○○⚒保育・教職実践演習　（幼稚園）

⚐⚑⚓⚑⚓⚐⚑⚓小　　計
③教育・保育／実習系

⚑・⚒年演習○⚑教育実習（実習指導）
⚑年実習○⚑教育実習（幼稚園Ⅰ）
⚒年実習○⚓教育実習（幼稚園Ⅱ）
⚑年演習○⚒保育実習指導Ⅰ
⚑年実習○⚒保育実習Ⅰ（保育所）
⚑年実習○⚒保育実習Ⅰ（施設）
⚒年演習選択必修

⚑単位以上
⚑保育実習指導Ⅱ

⚒年演習⚑保育実習指導Ⅲ
⚒年実習選択必修

⚒単位以上
⚒保育実習Ⅱ

⚒年実習⚒保育実習Ⅲ
⚐⚙⚕⚐⚑⚗小　　計

④表現技術系
⚑年演習○○⚒あそび基礎演習Ⅰ
⚑年演習○○⚒あそび基礎演習Ⅱ
⚒年演習○○⚒あそび技能演習
⚒年演習○

選択必修
⚒単位以上

⚑あそび実践演習（こどもと音楽）
⚒年演習○⚑あそび実践演習（こどもと造形）
⚒年演習○⚑あそび実践演習（こどもと運動）
⚒年演習○⚑あそび実践演習（こどもと言葉）
⚒年演習⚑あそび実践演習（こどもと自然）
⚑年演習○⚑こどもと文化Ⅰ
⚑年演習○⚑こどもと文化Ⅱ
⚑年演習○⚑音楽表現演習Ⅰ
⚑年演習○⚑音楽表現演習Ⅱ
⚒年演習○⚑音楽表現演習Ⅲ
⚒年演習○⚑音楽表現演習Ⅳ

⚑⚐⚖⚘⚐⚑⚗小　　計
⑤福祉系

⚑年講義○⚒社会福祉
⚑年講義○⚒児童家庭福祉
⚒年講義○⚒家庭支援論
⚑年講義○⚒社会的養護
⚒年演習○⚑社会的養護内容
⚒年演習○⚑相談援助

⚐⚑⚐⚐⚐⚑⚐小　　計
⑥専門総合科目系

⚒年演習○⚒専門総合演習
⚒年演習○⚒卒業演習

⚐⚐⚐⚔⚔小　　計
⚑⚐⚖⚐⚓⚖⚔⚘⚓専門科目計
⚒⚐⚖⚖⚔⚔⚑⚒⚑⚐⚙合　　計

※保育実習Ⅱを履修する場合保育実習指導Ⅱを、保育実習Ⅲを履修する場合保育実習指導Ⅲを履修すること。
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ᾈ　⚔⚖回生教育課程
①教育課程は、以下の表⚒・表⚓の通りです。
②入学年度の教育課程が卒業まで適用されます。
③表⚑「卒業」は卒業資格を取得するための最低単位数です。
④表⚑「幼免取得」は幼稚園教諭二種免許状のみを取得する場合、「保育士取得」は保育士
資格のみを取得する場合の最低単位数です。
⑤表⚑「幼免・保育士取得」は、幼稚園教諭二種免許状と保育士資格をあわせて取得する場
合の最低単位数です。なお、両者に重複する場合は「保必」にカウントしています。

表⚑　必要単位数

幼免・保育士取得保育士取得幼免取得卒業
⚑⚐⚑⚐⚑⚐⚑⚐卒業必修

⚖⚘
（保必）
⚗

（幼必）

⚖⚘
（保必）

⚔⚒
（幼必）
⚑⚐

表⚒・表⚓より

⚕⚒
表⚒・表⚓より選択科目

⚘⚕⚗⚘⚖⚒⚖⚒

開講年次区分保選保必幼必卒必単位数授業科目
⚑年演習○⚔総合演習
⚒年演習○⚔現代社会論

⚒年演習○⚒フィールドワークⅠ
（人間と文化）

⚒年演習○⚒フィールドワークⅡ
（生活と社会）

⚒年演習○⚒フィールドワークⅢ
（自然と環境）

⚑年講義○○⚒日本国憲法
⚑年講義⚒キャリアデザインⅠ　
⚒年講義⚑キャリアデザインⅡ

⚑年講義○○⚒メディア･
コミュニケーション

⚑年演習○
選択必修
⚒単位以上

○
選択必修
⚒単位以上

⚒オーラル・
コミュニケーションⅠ

⚒年演習⚒オーラル・
コミュニケーションⅡ

⚑年講義○⚑理　論
体育

⚑年実技○⚑実　技
⚘⚔⚖⚑⚐⚒⚗小　　計

表⚒　教育課程表（教養基礎科目）
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表⚓　教育課程表（専門科目）

開講年次区分保選保必幼必卒必単位数授業科目
⚒年演習○○2保育・教職実践演習（幼稚園）
⚒年演習○○1保育内容総論
⚑年演習○○2保育内容演習（言葉と表現）
⚑年演習○○2保育内容演習（健康と人間関係）
⚑年演習○○1保育内容演習（環境）
⚒年演習○○4保育方法演習
⚒年演習○○2あそび技能演習
⚒年講義○○2保育者論
⚒年実習○1

5
実習指導

教育実習 ⚑年実習○1幼稚園Ⅰ
⚒年実習○3幼稚園Ⅱ
⚑年講義○○2教育原論
⚑年講義○○2発達心理学（講義）
⚑年演習○○1発達心理学（演習）
⚒年講義○○2こども臨床学
⚑年演習○○4あそび基礎演習
⚑・⚒年演習○

選択必修
⚒単位以上

1あそび実践演習Ⅰ（音楽）
⚑・⚒年演習○1あそび実践演習Ⅱ（図画工作）
⚑・⚒年演習○1あそび実践演習Ⅲ（体育）
⚑年演習○2音楽表現とピアノⅠ
⚒年演習○1音楽表現とピアノⅡ
⚑年演習○2児童文化
⚑年講義○4こどもの保健Ⅰ
⚒年演習○1こどもの保健Ⅱ
⚒年演習○2こどもの食と栄養
⚑年演習○2乳児保育
⚑年講義○○2保育原論
⚑年講義○2社会福祉
⚒年演習○1相談援助
⚒年演習○1保育相談支援
⚑年講義○2児童家庭福祉
⚑年講義○2社会的養護
⚒年演習○1社会的養護内容
⚒年講義2社会福祉援助技術論
⚑年演習○1障碍児保育Ⅰ
⚒年演習○1障碍児保育Ⅱ
⚑年講義○2家庭支援論
⚑年講義○2カリキュラム論
⚑年演習○2保育実習指導Ⅰ
⚑年実習○2保育所保育実習Ⅰ ⚑年実習○2施　設
⚒年演習選択必修

⚑単位以上
1保育実習指導Ⅱ

⚒年演習1保育実習指導Ⅲ
⚒年実習選択必修

⚒単位以上
2保育実習Ⅱ

⚒年実習2保育実習Ⅲ
66436080小　計
1⚔684210107合　計

※保育実習Ⅱを履修する場合保育実習指導Ⅱを、保育実習Ⅲを履修する場合保育実習指導Ⅲを履修すること。


